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洞
爺
湖
有
珠
山
の

魅
力
余
さ
ず
紹
介

ジ
オ
パ
ー
ク
展

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

洞
爺
湖
町
は
8
日
、
洞
爺

湖
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
3
階

戸

で
常
設
展
示
し
て
い
る
「
ジ

オ
パ
l
ク
と
大
地
の
恵
み

展
」
を
リ
ニ
ュ

1
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
。
町
内
の
専
門
ブ

ー
ス
を
設
け
る
な
ど
展
示
内

容
を
刷
新
。
洞
爺
湖
有
珠
山

ジ
オ
パ
1
ク
の
魅
力
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
紹
介
し
て
い
る

け
写
真
。

新
役
場
庁
害
で
は
多
目
的
に

利
用
で
き
る
町
民
ホ
i
ル
な

ど
を
見
学
し
た

が
調
和
し
た
縞
羅
街
道
、
カ

フ
ェ
や
テ
レ
ワ
l
ク
施
設
を

有
す
る
ニ
セ
コ
中
央
倉
庫
群

一
旧
で
ん
ぷ
ん
工
場
な
ど
を
見

一
て
回
っ
た
。

一
新
役
場
庁
舎
は
、
高
性
能

一
断
熱
材
の
導
入
に
よ
り
高
い

一
省
エ
ネ
性
能
を
実
現
。
自
家

一
発
電
機
や
L
P
G
コ
1
ジ
エ

一
ネ
レ
1
シ
ョ
ン
を
備
え
、
防

一
災
拠
点
の
機
能
を
果
た
し
て

一
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

一

視
察
後
、
参
加
者
は
ワ
1

一
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
今
回
の

一
成
果
を
振
り
返
り
、
「
町
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ち

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
」

と
評
価
す
る
声
が
多
数
上
が

った。

一
能
を
持
つ
新
役
場
庁
舎
や
よ

三
う
て
い
農
業
協
同
組
合
の

国
一
雪
氷
熱
倉
庫
な
ど
を
訪
れ
、

一
町
全
体
で
進
め
て
い
る
低
炭

一’素
な
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
・

景
観
の
取
り
組
み
を
学
ん

だ。
北
の
住
ま
い
る
タ
ウ
ン

は
、
同
部
が
主
体
と
な
っ
て

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
、
低
炭
素
化
・
資
源
循
環

な
ど
を
一
体
的
に
進
め
る
取

り
組
み
。
ツ
ア
ー
は
5
回
目

で
、
役
場
庁
舎
や
雪
氷
熱
倉

庫
の
ほ
か
、

日自
然
と
建
築
物

一
は
日
一
ア
ト
を
し
た
。
道
内
自
治
体

一
住
ま
一
や
設
計
会
社
な
ど
か
ら
沼

学
ツ
一

λ
が
参
加
。
高
い
省
エ
ネ
性

定
す

ま
で
。
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(9) 

；｜ 

2
0
1
4年
度
に
開
設
。

圏
内
ジ
オ
パ
1
ク
の
写
真
や

各
地
の
岩
石
標
本
な
ど
を
展

示
し
て
き
た
が
、
町
内
の
魅

力
を
伝
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
増

や
そ
う
と
展
示
内
容
を
左
幅

に
牽
更
し
た
。
入
場
無
料
。

リ
ニ
ュ

1
ア
ル
で
は
、
四

A Rが表示されているタブレツトを
のぞく生徒

年
に
撮
影
さ
れ
た
湖
底
の
巨

木
を
は
じ
め
、
ド
ロ
l
ン
や

ダ
イ
パ
l
が
撮
っ
た
未
公
開

の
映
像
を
紹
介
。
海
中
か
ら

・見
つ
け
た
約
1
万
年
前
に
噴

火
し
た
有
珠
山
の
山
体
崩
壊

に
よ
る
岩
石
と
み
ら
れ
る
標

本
も
展
示
し
た
。
中
島
で
録

音
し
た
野
鳥
の
鳴
き
声
を
再

生
す
る
な
ど
豊
か
な
生
態
系

を
知
っ
て
も
ら
う
試
み
も
採

り
入
れ
た
。

武
川
正
人
副
町
長
は
「
こ

れ
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
鳥
の
目
、
魚
の
目
か

ら
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー

ク
を
紹
介
し
て
い
る
。
雨
天

時
の
学
習
活
動
の
場
と
し
て

も
活
用
し
た
い
」
と
話
し
て

い

る

。

（

室

蘭

）

用
者
ら
で
に
ぎ
わ
う
。

6
人
で
駐
車
場
印
台
分
の

区
画
線
を
引
き
直
し
た
。
狩

野
篤
志
工
事
部
工
事
主
任
は

「
車
で
訪
れ
る
人
に
今
後
も

安
全
に
利
用
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

対
象
は
、
町
の
競
争
入
札
一

0
9平
方
肘
）
と
新
棟
（
S
一
働
観
光
グ
ル
ー
プ
、
電
話
O

一
参
加
資
格
が
あ
る
竜
参
加
一
造
、

2
階
、
延
べ
6
9
0平一

1
4
6
（4
7十
2
さ

れ

洞

爺

湖

園

地

で

町
内
一
申
込
書
は
町
の
ホ
1
ム
ペ
1
一
方
む
を
増
築
し
た
。
一

回

h

－－

排
出
一
ジ
か
ら
ダ
ウ
ジ
ロ
ム
で
き
一
施
設
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
調
の
一
る

霞

町

田

区
画
線
塗
り
直
し

あ

設

一

る

。

一

外

観

で

、

太

平

洋

を

見

下

ろ

一

れ

ど

圃

蹄

九

道
路
工
業

主

活

一

間
川
合
わ
せ
・
提
出
は
第
一
せ
る
撃
を
。
ひ
の
き
一
触
枕

副

聞

【
室
蘭
】
道
路
工
業
（
本

一

一

一

一
－
」
暗
圃

層圏
園
田
・
冒羽

一
去
た
脱
課
企
画
係
、
電
話
0
1
3
6
一
風
自
や
サ
ウ
テ
の
ほ
か
、
宿
一
日
防

組
圃
圃

r

社
・
札
曹
は
8
日
、
壮
瞥

τど。
一
（
3
3）
2
2
1
1、
電
子
メ
一
泊
棟
に
は
差
益
、
和
室
一
開
制
闘
・
隈

町
内
の
事
湖
園
地
駐
車
場

一
両
日
日
丁
ル
三
回

E
e
g
s
E
一
3
室
な
ど
を
そ
ろ
え
る
。
一
回

υ
a
a
－－u魁

で
区
画
線
を
塗
り

一
機
一
自

O
Z
5
5
uま
？
0

・一
ー
申
請
締
め
切
り
後
、
日
月
一
劇
繍

姻

掴

内

直
し
た
日
写
真
。

一
三
霊
三
三
一

i呈

i＝
一

首

か

ら

習

ま

で

プ

ロ

ポ

一

土

達

i
L
t

室
蘭
建
管
か
ら

一

一

一

一

、

高

明

週
冨

一
L
8
2
・コ

rド
の
湯
は
撃
の
建
一

1
ザ
ル
を
実
施
。
収
支
計
画
一
生
日

～

；

受
往
し
た
一
議

一
昔
日
一
築
で
、

E
F－－
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
取
日
一
高
区
会

蜘

龍

源

登
別
警
鐘
担

周
一
h
住
宅
一
屋
、
延
ベ
エ
5
7
1平
方
針
一
組
み
な
ど
を
評
価
す
る
。

1
一

工

地

る

閥

横

心

構
官
」
改
良
の
地
域

む
堅
持
門
店
長
芳
一
時
諸
説
諒
一
関
野
圏
直

轄
問
沖

い

耕
一
叩
O
万
一
階
、
延
べ
1
3
0
6平
方
M
一
言
恥
業
務
を
開
始
す
一
室

温

門

戸

ャ
！
ボ
1
ト
の
利

；

｛

て
え
一
材
億
5
一
の
規
模
で
、
叩
年
に
建
築
し
一
る
。

一つ

一
【
苫
小
牧
】
室
蘭
建
設
業
一
課
長
が
「
日
高
道
の
計
画
延
一

A

－－q
一
碧
等
日
一
た
。

一

申
請
書
類
は
町
の
公
式
ホ
一
協
会
、
室
蘭
開
建
、
室
蘭
建

一
長
は
1
2
0
J。
物
流
、
医
一
い
た
道
路
を
つ
な
ぐ
盛
り
土

一
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

を
孟
そ
の
一
回
年
に
は
宿
泊
棟
と
接
続
丁
ム
ペ

l
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
一
管
、
日
曜
区
豊
設
計
協
一
療
、
観
光
、
防
災
の
機
能
が
一
を
進
め
て
い
て
、
拡
張
現
実
一
い
る
」
と
述
べ
た
。

要
一
耕
円
一
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
（
S
造、

一
ロ
l
ド
可
能
。
提
出
・
聞
い
一
会
で
組
織
す
る
日
胆
地
区
こ
一
あ
る
」
と
説
明
。
同
橋
は
張
一
（
A
R）
を
使
っ
た
完
成
予
想
一
参
加
し
た
佐
々
木
信
さ
ん

E
一
時
一
地
下
1
地
上
1
階
、
延
べ
3
一
合
わ
せ
は
町
企
画
課
商
工
労
一
れ
か
ら
の
建
設
技
術
者
を
育
一
り
出
し
架
空
法
で
、
橋
脚
一
宝
ア
ル
の
表
示
や
I
C
T制
一
は
「
東
日
杢
角
速
道
路
へ
の

i
；

、

一

一

一

一

一

出

了

一

世
間
向
調
：
時
当
寸
崎
刈
凶

一
て
る
会
は
ロ
目
、
室
蘭
工
高
一
か
ら
伸
び
た
橋
の
上
を
歩
一
御
の
重
機
な
ど
に
触
れ
た
。
玩
職
を
目
指
L
て
い
る
。
高

島
一
司
、
一
一

A
週

以

上
「
市
勝
弘

一
環
境
土
木
科
ゆ

2zm人一
き
、
ド
ロ
1
ン
で
記
念
撮
影
一
室
代
理
人
を
務
め
る
柴
一
規
格
道
路
の
現
場
を
見
て
魅

潟
了

二

4

1謡

．
ぷ

雌

よ

ど

を
対
象
に
現
場
見
学
会
を
開
一
を
し
た
。
一
回
塞
ぎ
ん
は
「
興
味
を
持
一
力
を
再
確
認
し
た
」
と
話
し

一．

二

9
4EE

－－
I

J

訓；
J
＼
一
一
い
た
。
生
徒
ら
は
日
高
自
動

一

続
い
て
、
出
口
組
（
本
社
一
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
振
り
向
一
た
。

北

一

ス

一

一

ヂ

止

7
1
j
J一
車
道
節
婦
川
橋
や
平
取
ダ
ム
一
・
新
ひ
だ
か
）
が
施
工
す
る
一
い
て
も
ら
え
な
い
。
詩
で
一

2
5
5工高
の

三

毛

J
J－：
討

論

一
の
現
場
な
ど
を
訪
れ
、
土
木
一
日
高
道
稲
荷
改
良
の
事
三
も
新
入
量
教
育
」
ド
ロ
1
一
土
木
詩
人
を
対
象
に
同
様

量

一

瞬

一

二

怯

0
・
技
術
に
理
雪
深
め
た
。
一
向
か
っ
た
。
橋
と
、
山
手
な
ど
を
清
し
ょ
邑
の
見
笠
宮
を
聞
く
言
。

重

二

、明

開

4．aJ
扇

一

一
一
開
会
は
、
襲
・

E
局
管
一

重

7

指
向
J
一

監

内
で
の
章
技
響
の
入
職
一
子
育
て
環
境
充
実
一

寸

い

U1
4言葉
協

著

書一
一

俸
醤

E
！
J
一
雄
嘉
手
龍
一
な
ど
で
協
定
締
結
一
一’

h
R」
望
号

／が移一

－

4霊
園

圏

司

令

バ

一
一

一

学

会

を

聞

い

て

い

る

。

一

平

村

建

設

主

mJ
IM－
－

な

、

と

が

目

的

。

日

高

二

一
・
日
一
－

4
開
盗品
P
J
一一（

ま
ず
、
早
同
道
厚
賀
I
C
一

一日
高
教
育
局
一

4
4

・F’L管内
1
3
8言
、

二

v
が
開
一
－

蹴

緩

三

f
p
b｜
仮
称
・
新
冠
I
C聞
に
架
一
【
百
小
牧
】
平
村
建
設
（
本
一
い

U
門
J
町
内
3
者
自
と
な
っ
一
一

翼
の
一

詩
画

型

髄

＼

一

三

か
る
節
婦
川
橋
上
部
東
工
区
一
社
・
平
取
）
’は
ロ
目
、
員
一

l
l

・

－

一
J

一

E
た

。

二

一

区

鴎

盟

副

＼

二

r－o
一
（
日
杢
回
同
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
瓦
育
局
と
北
海
道
家
庭
教
育
、
句

白

凶

収

l
ド

歯
同
社
は
、
地
元
生
二

斗

つ

レ

一

勧

プ

j

減

法

．

二

と
西
工
区
（
飛
島
建
き
の
一
サ
ポ
ー
ト
企
業
等
制
度
に
関
一

4
t、
a・
圃

徒

ら

イ

ン

タ

ー

ン

シ

一

一

14
BE縦
揺

掛

伊
瓦
場
を
訪
問
し
た
。
子
る
協
定
を
結
ん
だ
H
写一

a
E
a－
－
汁
ツ
プ
の
積
極
的
な
受
一
「

）てい

掴

圃
丙
輔
鯨
憾
鴎
静
湖

一

室

蘭

開

建

苫

小

牧

道

路

事

一

真

。

一

け

入

れ

に

加

え

、

流

二

畠
Z
貯
4
U司
封
尚
樹
側
一
一

務
所
の
中
嶋
清
晴
第
2
工
務
一
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
職
一
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
人
妻
一
城
の
自
然
環
境
保
護
を
目
的
一
一

一
と
し
た
N
P
O法
人
沙
流
川
二

内
中
の
生
徒
右
対
象
に
建
設
一
館
江
差
自
動
車
道
茂
辺
地
木
一
館
測
量
設
量
末
協
会
、
函
館
函
館
江
差
自
塾
車
道
木
古
内
愛
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
を
通
一
一

現
場
体
験
会
を
開
い
た
。
函
一
古
内
道
路
の
現
場
に
招
き
、
一
建
育
会
の
4
者
で
組
織
。
若
一
町
大
平
改
良
を
施
工
す
る
斉
一
し
て
、
地
域
活
性
化
に
向
け
二

．U

U

4
一一
I
C
T建
機
な
一
手
技
警
の
減
少
や
担
い
手
一
藤
建
設
（
本
社
・
函
館
一
が
一
た
試
み
を
続
け
て
い
る
。
ニ

店
ど
の
操
作
体
験
一
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
の
一
用
意
し
た
油
圧
シ
ョ
ヘ
ル
一
小
原
直
哉
局
長
は
「
地
域
二

1
－
を
通
じ
て
建
設
一
を
受
け
、
建
設
業
の
魅
力
発
一
や
、
ド
ロ
l
ン
の
操
作
を
体
一
と
の
関
わ
り
に
目
を
向
け
、
一

岨
a開
業
の
新
し
い
働
一
信
を
目
的
に
2
0
2
0年
度

一
験
。
会
場
内
に
盛
っ
た
土
砂
一
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
が
見

調
哩
き
方
を
紹
介
し
一
か
ら
活
動
を
始
め
た
。
一
を
自
動
制
御
機
能
を
使
っ
て
一
ら
れ
る
。
積
極
的
に
紹
介
し

昌

司

た

。

一

今

回

は

木

古

内

中
1
年
H
一
掘
削
す
る
な
ど
、
建
設
業
の
一
た
い
」
と
述
べ
た
。

↑ぶ

ど
う
な
ん
建
一
人
の
学
習
に
協
力
し
た
。
会
一
グ
い
ま
た
触
れ
た
。
一
平
益
郎
社
長
は
露

日
設
お
し
ら
せ
隊
一
長
を
務
め
る
函
館
開
建
の
加
一
質
疑
応
答
で
は
「
ド
ロ
1
一体
験
な
ど
を
き
っ
か
け
に
制

は
函
館
開
建
、
一
茂
栄
哉
技
術
管
理
宮
は
「
建

一
ン
操
縦
に
免
許
は
必
要
か
」
一
度
へ
の
登
録
を
決
め
た
」
と

函
館
建
管
、
函
一
設
業
で
は
（
働
き
方
の
）
課
一
「
茂
辺
地
木
古
内
道
路
に
は
一
し
、
「
従
来
の
活
動
に
加
え
、

一
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
一
ど
の
く
ら
い
の
コ
ン
ク
リ
l
一
土
日
の
出
勤
や
行
事
を
減
ら

技
術
者
の
指
導
一
で
い
る
。

I
C
Tな
ど
に
実
一
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
」
一
し
て
子
ど
も
と
遊
べ
る
時
間

を
受
け
、
ド
ロ
一
際
に
触
れ
、
理
解
を
深
め
て
」
一
と
い
っ
た
質
問
か
あ
り
、
建
一
を
増
や
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

l
ン
操
縦
を
体
一
と
呼
び
掛
け
た
。
一
設
業
の
仕
事
に
関
心
を
深
め
一
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
』

験

し

た

一

生

徒

は

2
班
に
分
か
れ
、
一
た
様
子
だ
っ
た
。
一
と
意
気
込
み
を
示
し
た
。

出張工事の長期宿泊にD』罰事:111\0~⑧当センターは経営状況分析を専門に行う地元企業です

［ 1 泊 2食~付き ] 
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